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　奨学金を貸与する独立行政法人日本学生支援機構が、３ヶ月以上返還の滞る学生を個人信用情報機関に登
録しています。同機関は金融機関などが加盟し、滞納者の情報を共有。登録されるとクレジットカードやロ
ーンの利用が難しくなります。奨学金を利用する学生にはこの措置をとることに同意する署名を求め、拒否
すると貸与が打ち切られます。学生に厳しく取り立てるやり方に批判の声も上がっています。

今月のキーワード今月のキーワード
奨学金滞納者
ブラックリスト化

　2010年施行の改正労働基準法で設けられる制度。月60時間以上の残業について労働者に支払うべき割増率
を50％以上と定めました。仮に50％と定めた場合、労使協定を結べば、従来からの引き上げ分（25％）を賃
金で支払う替わりに、有給の休暇として労働者に与えてもよいとしています。しかし賃金か代替休暇かの選
択は、あくまで労働者本人の選択によるべきであり、労使協定でもその扱いを明記させる必要があります。

今月のキーワード今月のキーワード
代替休暇

は
全
国
36
位
。
女
性
は
85
・
20
歳
で
44
位
。

死
因
別
で
は
男
性
が
ガ
ン
死
亡
率
で
全
国
１

位
、
女
性
は
肺
炎
死
亡
率
で
２
位
。
男
女
と

も
老
衰
で
大
往
生
で
き
る
率
は
全
国
47
位

（
最
下
位
）
で
す
。
平
均
寿
命
は
府
下
で
も

格
差
が
大
き
く
、
男
性
の
最
高
は
箕
面
市
で

80
・
５
歳
。
最
低
は
大
阪
市
西
成
区
で
73
・

１
歳
と
、
実
に
７
・
４
歳
も
の
差
が
あ
り
ま

す
。
所
得
の
格
差
が
寿
命
の
格
差
に
も
反
映

し
て
い
ま
す
。

救
急
患
者
は
急
増
す
る
が

 

受
け
入
れ
病
院
は
減
少

　

大
阪
府
内
の
救
急
出
動
件
数
は
２
０
０
３

年
度
の
44
万
９
５
３
１
件
か
ら
２
０
０
７
年

度
に
は
49
万
８
８
２
０
件
と
５
万
件
近
く
も

増
加
す
る
一
方
、
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
る

「
救
急
告
示
病
院
」
は
３
０
７
カ
所
か
ら
２

７
７
カ
所
へ
１
割
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

「〝
受
け
入
れ
拒
否
〞
が
お
こ
る
背
景
に

は
、
診
療
報
酬
低
下
に
よ
る
二
次
医
療
機
関

の
減
少
、
救
急
病
院
か
ら
の
転
院
先
確
保
の

困
難
さ
、
救
急
医
療
が
経
済
的
に
も
病
院
に

負
担
が
か
か
る
こ
と
、
そ
し
て
根
本
的
に
は

医
師
・
看
護
師
不
足
が
あ
る
」
救
急
医
療
に

携
わ
る
藤
川
秀
美
さ
ん
（
済
生
会
千
里
病
院

事
務
部
長
）
は
、
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
よ

う
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
現
場
の
悲
痛
な

実
態
を
報
告
し
ま
し
た
。「
日
本
の
医
師
数

　

「
大
阪
は
全
国
で
も
驚
く
べ
き
不
健
康
都

市
で
、
孤
独
死
も
増
え
て
い
る
。
特
別
の
対

策
が
必
要
だ
が
、
大
阪
府
は
そ
ん
な
認
識
に

立
っ
て
い
な
い
。
も
っ
と
社
会
問
題
に
す
る

べ
き
で
す
」
と
高
本
英
司
さ
ん
（
大
阪
府
保

険
医
協
会
理
事
長
）
は
指
摘
し
ま
す
。
厚
生

労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
大
阪
府
民
の
平

均
寿
命
は
男
性
が
78
・
21
歳
で
都
道
府
県
で

大
阪
の
地
域
医
療
は
い
ま
…

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
、
住
民
の
安
全

を
守
る
国
と
自
治
体
の
役
割
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
大
阪
の
地
域
医
療
は
、
救
急
患
者
の
受
け

入
れ
拒
否
、
松
原
市
民
病
院
の
閉
院
、
医
師
・
看
護

師
不
足
な
ど
で
崩
壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
阪
の
地
域
医
療
を
ど
う
建
て
直
す
の
か
？
４

月
29
日
に
大
阪
自
治
労
連
が
医
療
関
係
者
と
と
も
に

開
催
し
た
「
医
良
4

4

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
、
医
療
従
事
者

や
住
民
か
ら
活
発
な
意
見
が
交
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
で
も
異
常
な

 

不
健
康
都
市
・
大
阪

医
療
行
政
を
厳
し
く
批
判
す
る
池
尾
正
さ
ん

（
大
阪
自
治
労
連
医
療
部
会
長
・
市
立
堺
病

院
勤
務
）。「
大
阪
府
に
ま
と
も
な
医
療
政
策

が
な
い
中
で
、
地
域
か
ら
自
治
体
病
院
を
見

直
す
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
私
た

ち
医
療
従
事
者
と
し
て
も
、
地
域
住
民
の
声

を
し
っ
か
り
と
聞
い
て
公
立
病
院
の
施
策
を

決
め
る
よ
う
に
、
内
部
か
ら
も
改
革
を
す
す

め
た
い
」
と
決
意
を
語
り
ま
す
。
参
加
者
か

ら
は
「
医
師
、
看
護
師
が
自
ら
の
体
験
と
思

い
を
、
自
分
の
言
葉
で
市
民
に
語
り
か
け
る

こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
」
と
い
う

感
想
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

準
夜
帯
だ
け
で
も
対
応
す
る
な
ど
、
で
き
る

こ
と
か
ら
改
善
し
て
ほ
し
い
。
医
師
や
看
護

師
に
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
運
動
に
も

取
り
組
み
た
い
」
な
ど
、
自
治
体
病
院
へ
の

切
実
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
国
が
策
定
を
お
し
つ
け
る
『
公
立
病
院

改
革
プ
ラ
ン
』
は
、
赤
字
解
消
だ
け
が
目
的

で
医
療
政
策
が
な
い
。『
地
方
財
政
健
全
化

法
』
も
効
率
優
先
で
自
治
体
病
院
へ
の
介
入

を
強
め
る
も
の
だ
。
一
方
で
、
大
阪
府
と
大

阪
市
は
、
国
が
せ
っ
か
く
創
設
し
た
救
急
勤

務
医
手
当
に
つ
い
て
、
財
政
難
を
理
由
に
予

算
計
上
も
し
て
い
な
い
」
と
、
住
民
不
在
の

法
患
者
は
市
外
の
遠
い
病
院
に
通
っ
て
い

る
」「
吹
田
市
で
夜
間
の
小
児
救
急
を
実
施

し
て
ほ
し
い
と
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た

ち
で
市
民
の
会
を
つ
く
っ
て
運
動
し
て
い

る
。
開
業
医
か
ら
の
応
援
も
得
て
、
せ
め
て

は
諸
外
国
と
比
べ
て
も
少
な
い
。
診
療
報
酬

の
減
少
が
病
院
の
赤
字
経
営
を
招
き
、
収
益

を
上
げ
る
た
め
に
医
師
や
看
護
師
の
過
重
労

働
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。
医
師
が
過
労

死
ラ
イ
ン
を
超
え
な
い
た
め
に
は
、
最
低
で

も
20
％
の
増
員
が
必
要
だ
」
と
松
本
久
さ
ん

（
耳
原
総
合
病
院
院
長
）
は
言
い
ま
す
。

医
療
従
事
者
と
し
て

 

市
民
と
語
る
こ
と
が
大
切

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
「
松
原
市
民
病
院
が
閉

院
さ
れ
て
地
域
医
療
が
低
下
し
た
。
化
学
療

住民、医療関係者など111人が参加した「医良フォーラム」（大阪市内）

〝
医
良

4

4

〞フ
ォ
ー
ラ
ム
in
大
阪
を
開
催

地域住民の意見を聞き地域住民の意見を聞き
自治体病院の役割発揮を自治体病院の役割発揮を

閉
院
さ
れ
、
フ
ェ
ン
ス
に
囲
ま
れ
た
松
原
市
民
病
院

閉
院
さ
れ
、
フ
ェ
ン
ス
に
囲
ま
れ
た
松
原
市
民
病
院

自治体病院の役割を語る池尾さん

　交野市職労が大阪自治体問題研究所と共同で、
交野のまちづくりについて調査・研究し、「提言」を
１冊の本にまとめました。タイトルは「あるもの探
しのまちづくり」。自然豊かな田園風景など、交野
市の誇れる“財産”に着目したまちづくりを「提言」
しています。これからのまちづくりを考えるヒン
トを与えてくれる１冊。値段は1000円です（税込
み）。交野市職労072－892－7481または大阪自治体
問題研究所06－6354－7220までお電話を。

「人間が人間らしく生きていきたい！～働くものの思いを歌に託して」
特別出演　大阪センチュリー交響楽団有志
とき　６月７日（日）開場13：30　開演14：00
ところ　府立ドーンセンター
チケット　一般1500円、小中学生1000円
お問い合わせは06－6354－7201　大阪自治労連気付・衛都連合唱団まで

　

松
原
市
長
選
挙
に
、
松
原
市
職
労
も
参
加

す
る
「
み
ん
な
が
主
人
公
・
松
原
市
民
の

会
」
が
推
せ
ん
す
る
梅
木
よ
し
あ
き
さ
ん

（
松
原
民
主
商
工
会
事
務
局
長
）
が
出
馬
を

表
明
。
市
民
の
命
を
大
切
に
す
る
市
政
の
実

現
に
向
け
て
奮
闘
し
ま
す
。
大
阪
自
治
労
連

の
仲
間
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

市民のいのち、大切にする市政を！

500人が参加して事務所開き（５月６日）

梅木よしあきさんと
 いっしょに松原市長選挙
５月24日告示・31日投

票 

交野市職労

衛都連合唱団 が第９回演奏会

と大阪自治体問題研究所が
「まちづくりの提言」を出版


